
対馬・田ノ浜の田んぼのオーナー制度とは .....
ツシマヤマネコなどの対馬の生きものや自然を守るため、
田ノ浜地域外にお住まいの方々に田ノ浜の田んぼのオーナーになってもらい、
田ノ浜の米づくりを応援してもらったり、私たちと一緒に米づくりをおこなってもらったりする取り組みです。

平成 24 年度「田ノ浜とらやま共生米」オーナー制度

■応募方法
　　題名に「オーナー応募」、本文に、お名前、お電話、ご住所を記入し、
　　Fax: 0920-84-5032、またはMail: info@tanohamatorayama.com　
　　までご連絡ください。折り返し、申込書をお送りいたします。
　　また、オーナー決定のお知らせと共に振込先をお知らせいたします。

■応募条件
　　・田ノ浜の米づくりを応援したい、または、実際に私たちと米づくり
　　　をしてみたい本人やその家族の方
　　・田ノ浜の自然や生きものが好きであること
　　・田ノ浜地域の人との交流や活性化の支援をする思いがあること

■契約条件
　　・オーナー田の「田ノ浜とらやま共生米」玄米 30kg をお渡しします。
　　・契約期間は契約日～毎年 2月末日迄となります。
　　・田ノ浜ツシマヤマネコ共生農業委員会の農家との契約になります。
　　・選考において契約農家を決定します。
　　・日々の田んぼの管理は契約農家が行います。
　　・農作業に必要となる道具はご用意できるものもございます。
　　　ご相談ください。

田んぼのオーナー
大募集 !!

■募集要項
　　所  在  地： 長崎県対馬市上県町田ノ浜
　　契約期間：契約日～平成 25 年 2月末日迄
　　募集口数：20 口程度（約 10a を 10 口の応募者で共有）
　　契約価格：一口 ３万円（1a、約 30 坪）
　　　　　　　（価格には、苗代、機械使用料、水管理料、指導料、ヤマネコ基金を含みます。
　　　　　　　　田ノ浜に来られる際の、旅費、食費、交通費は別途自費になります。）
　　募集締切：募集口数に達し次第終了
　　現地説明：随時実施。現地を直接ご覧になりたい方はご相談ください。

田植え

田んぼの生き物調査

稲刈り

収穫祭

対馬・田ノ浜



オーナー制度の田んぼでの
    「田ノ浜とらやま共生米」づくりの特徴

　　①田ノ浜の自然や生きもの保全活動への支援
　　②田ノ浜ヤマネコ基金への参加
　　③「田ノ浜とらやま共生米」玄米 30kg
　　④田ノ浜サポーター会員証発行
　　⑤米づくりプロ（農家）からの指導
　　⑥米づくりイベント参加者に地元農作物プレゼント
　　⑦メールでの米づくり状況等の情報発信

作業とイベント実施予定
（詳細は、ひと月前頃にアナウンスいたします。）

７つのオーナー特典

田ノ浜の自然

■問い合わせ先（ご質問等は事務局まで）
　田ノ浜ツシマヤマネコ共生農業実行委員会　代表 神宮正芳
　長崎県対馬市上県町佐護南里１５５０
　（事務局）
　　〒252-0880 神奈川県藤沢市亀井野 1866
　　日本大学生物資源科学部　建築・地域共生デザイン研究室
　　Tel/Fax: 0466-84-3697　担当 :  關
　　Mail: info@tanohamatorayama.com

８月
田んぼの草取り・畔草刈り
田んぼの生きもの調査

１０月
稲刈り

みんなで収穫祭

２月
ヤマネコ痕跡調査

次年度に向けた水路管理
海・里などでの交流会

● 特別栽培米の基準を上回る栽培
　（写真は満開のレンゲ）

● ヤマネコ調査（写真はカメラ調査）、
　 田んぼの生きもの調査の実施

● ビオトープ管理の実施

田ノ浜

South
Korea

Japan

● エコファーマー認定
　（写真は関連勉強会の様子）

エサキアメンボ
ツシマヤマネコ デンジソウ

対馬市
浅茅湾

対馬やまねこ空港

厳原港

比田勝港

対馬・田ノ浜とは .....
　・対馬は国境の島で、古くは大陸とつながり動植物の移動の中継点であり、稲や蕎麦等の伝来や
　　朝鮮通信使等、日本文化の動脈を担ってきたため独特の文化や景観が数多く残ります。
　・田ノ浜は、ツシマヤマネコの拠点生息地域でもあり、８戸程度の小さな集落です。稲作発祥の
　　伝承が残り、2000 年近く稲作が営まれているといわれています。
　・近年、田ノ浜では、ヤマネコ等の生息に配慮した「環境調和型ほ場整備事業」が実施され、
　　ツシマヤマネコと共生した本格的な自然配慮型米づくりを進めています。

ツシマヤマネコとは .....
　・絶滅危惧ⅠＡ類 ( 環境省 ) で、対馬にのみ生息しています。
　・現在、生息数が 80 ～ 110 頭であり、世界的にはイリオモテヤマネコ
　　以上にその行末が注目されているといわれています。
　・近年の調査で水田と里山はツシマヤマネコの重要な生息場所の一つ
　　であることが判明しています。
　・一方で、対馬では耕作放棄地や未管理の里山が増加しており、その
　　保全と再生が重要なテーマとなっています。


